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ことが明らかになったといえる。したがって，大学生世代において性差があっ
た〔13）〔14）ように，ジュニア世代においても性差がみられたので，この世代に
おいても，集中力を考える場合，男女それぞれに検討をする必要があるとい
うことが明らかになった。
　また，ジュニア世代（12．5歳）と大学生世代（表4）では，どちらの世代
も，BET（広い外的な注意），　BIT（広い内的な注意）で男子の方が高く，
OET（外的な刺激による過剰負荷）で男子の方が低いということは変わり
がないが，NAR（狭い注意の集中）では，ジュニア世代においては男子の
方が高かったものが，大学生世代になると女子の方が高くなるということも
明らかになった。これは，成長するにつれ女子選手のほうが「必要に応じて
注意の幅を狭くすることができる能力」が養われるということを示している
といえる。しかしながら，OIT（内的な刺激による過剰負荷）やRED（狭
すぎる注意の集中）は，ジュニア世代では，性差はなかったものが，大学生
世代になると性差がみられるようになり，女子選手のほうが高くなっている。
これらの尺度は，「一度に多くのことを考えすぎて混乱する傾向」や「一つ
の刺激や思考に固執するなど注意を狭くしすぎて失敗する傾向」で負の要素
である。この負の要素においても女子選手のほうが高くなっているというこ
とである。したがって，男子選手とくらべると女子選手では，ジュニア世代
から大学生世代への成長の過程において，「必要に応じて注意の幅を狭くす
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ることができる能力」が高くなるが，一方で，「一度に多くのことを考えす
ぎて混乱する傾向」，「一つの刺激や思考に固執するなど注意を狭くしすぎて
失敗する傾向」も高くなってしまうので，注意の切り換えの能力についての
アドバイスが必要になってくるのではないかといえる。
2．ジュニア世代と大学生世代の比較
　（1）男子の場合
　表5は，男子のジュニア世代と大学生世代を比較した結果を表したもので
ある。その結果，BET（広い外的な注意）でジュニア世代の方が有意に高
い（pくO．OOI），　OET（外的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代の方が
有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な注意）でジュニア世代の方が有
意に高い（p〈0．001），OIT（内的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代
の方が有意に低い（p〈0．001），NAR（狭い注意の集中）でジュニア世代の
方が有意に高い（p＜0．001），RED（狭すぎる注意の集中）でジュニア世代
の方が有意に低い（p＜0．01）という結果だった。これらの結果は，ジュニ
ア世代のほうが，望ましい集中力のスタイル（14）であったということである。
これは，ジュニア世代レベルでのゲームにおいて，大学生レベルでのゲーム
と比べると戦術や戦略あるいは，技術・体力といった要素が，あまり複雑で
表5男子比較
BET　　　OET　　　BITOIT　　　NAR　　　RED
大学生
ハ1＝253
ジュニア
ノ〉＝150
???12．1
3．66
13，6
4．04
17．9
5．60
14．5
6．16
16．9
4．55
19．2
4．68
14．9
452
12．0
5．51
16．9
4．44
20．2
4．03
16．7
4．70
15．2
5．08
t値
3．85
＃＊
5．67
零亭亭
4．84
＊＊孝
5．40
＊＊＊
537
??
＊
3．10
串宰
大学生データは田中ら（】4）より
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はないため，考えなければいけない情報，注意を向けなくてはいけない情報，
あるいは，考えてはいけない情報，注意を向けてはいけない情報などが少な
いため，このような結果になったのではないかと考えられる。
　以上の結果から，ジュニア世代から大学生世代と成長していくなかでゲー
ムにおける戦術や戦略あるいは，技術・体力などといったテニスのレベルが
上がっていくわけであるが，そうしたゲーム状況がより複雑になっていく中
で，様々な情報の処理をうまくしていくことができるようになるようなアド
バイスや指導をしていく必要があるといえるだろう。
　②　女子の場合
　表6は，女子のジュニア世代と大学生世代を比較した結果を表したもので
ある。その結果，OET（外的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代の方
が有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な注意）でジュニア世代の方が
有意に高い（p〈0．05），OIT（内的な刺激による過剰負荷）でジュニア世代
の方が有意に低い（p〈0．001），NAR（狭い注意の集中）でジュニア世代の
方が有意に高い（p＜0．01），RED（狭すぎる注意の集中）でジュニア世代
の方が有意に低い（p＜0．001）という結果だった。またBET（広い外的な
注意）では有意な差はみられなかった。
表6女子比較
BET　　　OETBIT OIT　　　NAR　　　RED
???【?
???ー?＝?
???11．2
3．47
1L6
3．85
19．3
5．22
16．2
6．82
16．0
4，44
17．3
4．37
15．9
4．64
12．7
5，02
17．8
3．92
19．0
3．92
17．7
4．23
15．1
5．07
t値
??0 4．47
＊牢ホ
0??2 375
???
2．70
＊零
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＊＊＊
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　BET（広い外的な注意）すなわち「同時に多くの様々な外的な刺激を統
合する能力」は，ジュニア世代と大学生世代では違いがないため，この能力
はすでにジュニア世代からできあがっているということがいえるであろう。
それ以外の尺度では，ジュニア世代のほうが，望ましい集中力（14）のスタイ
ルであったということである。これは，男子同様ジュニア世代レベルでのゲー
ムにおいて，大学生レベルでのゲームと比べると戦術や戦略あるいは，技術・
体力といった要素が，あまり複雑ではないため，考えなければいけない情報，
注意を向けなくてはいけない情報，あるいは，考えてはいけない情報，注意
を向けてはいけない情報などが少ないため，このような結果になったのでは
ないかと考えられる。
　以上の結果から，ジュニア世代から大学生世代と成長していくなかでゲー
ムにおける戦術や戦略あるいは，技術・体力などといったテニスのレベルが
上がっていくわけであるが，そうしたゲーム状況がより複雑になっていく中
で，「同時に多くの様々な外的な刺激を統合する能力」を除いた様々な情報
の処理をうまくしていくことができるようになるようなアドバイスや指導を
していく必要があるといえるだろう。
IV　まとめ
　2004年度（2004年10月～2005年2月）および2007年度（2007年9月～
2008年2月）に開催された財団法人日本テニス協会地域ジュニア強化合宿
参加者，男子165名（有効回答者数150名，12．5±ID3歳），女子167名
（有効回答者数139名，12．5±1．04歳）を対象に集中力テスト（Tennis－Test
of　Attentional　and　Interpersonal　Style）を行った。
　結果は次の通りであった。
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1．ジュニアテニスプレイヤーの集中力
　（1）性差について
　ジュニアテニスプレイヤーの世代では，BET（広い外的な注意）では男
子の方が女子より高い（p＜0．001），OET（外的な刺激による過剰負荷）で
は男子の方が女子より低い（p＜O．05），BIT（広い内的な注意）では男子の
方が高い（p＜0．001），NAR（狭い注意の集中）では男子の方が女子より高
い（p＜0．05）という有意な差がみられたが，OIT（内的な刺激による過剰
負荷），RED（狭すぎる注意の集中）においては有意な差はみられなかった。
　また，ジュニア世代と大学生世代では，BET（広い外的な注意），　BIT
（広い内的な注意）で男子の方が高く，OET（外的な刺激による過剰負荷）
で男子の方が低いということは変わりがないが，NAR（狭い注意の集中）
では，ジュニア世代で男子の方が高かったものが，大学生世代になると女子
の方が高くなる一方で，OIT（内的な刺激による過剰負荷），　RED（狭すぎ
る注意の集中）において，ジュニア世代では性差がみられなかったものが，
大学生世代になると女子の方が高くなるということも明らかになった。
　以上の結果から，ジュニア世代においても集中力を考える場合，性差があ
るため，男女それぞれに集中力をとらえる必要があるということが明らかに
なった。また，男子選手と比較すると女子選手では，ジュニア世代から大学
生世代への成長の過程において，「必要に応じて注意の幅を狭くすることが
できる能力」が高くなるが，一方で，「一度に多くのことを考えすぎて混乱
する傾向」，「一つの刺激や思考に固執するなど注意を狭くしすぎて失敗する
傾向」も高くなってしまうので，注意の切り換えの能力についてのアドバイ
スが必要になってくるのではないかということが示唆された。
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　②　大学生世代との比較
　①男子の場合
　ジュニア世代と大学生世代を比較した結果，BET（広い外的な注意）で
ジュニア世代の方が有意に高い（p〈ODOI），　OET（外的な刺激による過剰
負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な注
意）でジュニア世代の方が有意に高い（p＜0．001），OIT（内的な刺激によ
る過剰負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p〈0．001），NAR（狭い注
意の集中）でジュニア世代の方が有意に高い（p＜0．001），RED（狭すぎる
注意の集中）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．01）という結果だっ
た。
　②女子の場合
　ジュニア世代と大学生世代を比較した結果，OET（外的な刺激による過
剰負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001），BIT（広い内的な
注意）でジュニア世代の方が有意に高い（p〈0．05），OIT（内的な刺激によ
る過剰負荷）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001），NAR（狭い注
意の集中）でジュニア世代の方が有意に高い（p＜0．Ol），　RED（狭すぎる
注意の集中）でジュニア世代の方が有意に低い（p＜0．001）という結果だっ
た。またBET（広い外的な注意）では有意な差はみられなかった。
　以上の結果から，ジュニア世代から大学生世代と成長していくなかでゲー
ムにおける戦術や戦略あるいは，技術・体力などといったテニスのレベルが
上がっていくわけであるが，そうしたゲーム状況がより複雑になっていく中
で，男子の場合は，様々な情報の処理をうまくしていくことができるように
なるようなアドバイスや指導，女子の場合は，「同時に多くの様々な外的な
刺激を統合する能力」を除いた様々な情報の処理をうまくしていくことがで
きるようになるようなアドバイスや指導をしていく必要があるということが
推察された。
84　明治大学教養論集　通巻456号（2010・9）
　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
（1）　落合優・海野孝：我が国一流競技者のメンタルトレーニングの現状に関する
　　研究，日本体育協会スポーツ科学報告集，昭和60年度日本体育協会スポーツ
　　医科学研究報告No．皿スポーツ選手のメンタルマネージメントに関する研究
　　第1報，1986，98－103
（2）　杉原隆・藤巻公裕：オリンピック強化選手心理調査の分析，日本体育協会ス
　　ポーツ科学研究報告集，昭和62年度日本体育協会スポーツ医科学研究報告
　　No．皿スポーツ選手のメンタルマネージメントに関する研究第3報
（3）JOC・日本体育協会監修（猪俣公宏編）：選手とコーチのためのメンタルマ
　　ネージメント・マニュアル，大修館書店，1997
（4）Gallwey，　W．　T．（後藤新弥訳）：インナーゲーム，日刊スポーツ出版社，
　　1976，　137－140
（5）Weinberg，　R．　S．：The　Mental　Advantage－Developing　Your　Psychologi－
　　cal　Skills　in　Tennis－，　Leisure　Press，1988，57－72
（6）　Nideffer，　R．　M．：Test　of　Attentional　and　Interpersonal　Style，　Journal　of
　　Personal　and　Social　Psychology，34－3，1976，394－404
（7）Nideffer，　R．　M．，　Fairbank，　R．（藤田厚・杉原隆訳）：テニスメンタル必勝法，
　　大修館書店，1988
（8）　中島宣行・太田鐵男・藤田明男：スポーツ選手の集中力について一サッカー，
　　バレーボール，長距離選手の特性一，日本体育学会第34回大会号，1983，
　　198
（9）　山本裕二・井毘敬・清水論・工藤敏己：集中力測定の試み一軟式庭球版
　　TAISについて一，日本体育協会スポーツ科学研究報告，昭和60年度日本
　　体育協会医科学研究報告No．皿競技種目別競技力向上に関する研究第9報，
　　1986，　125－131
（10）　杉原隆・吉田伊津美：テニスプレイヤーの注意様式と技能水準一日常場面
　　との関係および因子構造の検討一，スポーツ心理学研究，16－1，1989，20－27
（11）　遠藤俊郎：集中力から見たバレーボール選手の心理的特性に関する研究一注
　　意様式の因子構造について一，山梨大学教育学部研究報告，42，1991，144－
　　155
（12）高橋さと・山本勝昭：バドミントン選手の技能水準からみた注意様式につい
　　て一バドミントン場面の注意様式テスト作成及び注意トレーニングの効
　　果一，第8回九州スポーツ心理学会抄録，8－1，1995，48－49
（13）　田中伸明・近藤明彦・水野忠和・中島宣行：テニスプレイヤーの注意の集中
　　に関する一考察，東京体育学研究，1997年度報告，1997，17－21
（14）　田中伸明・水野忠和：テニスプレイヤーに必要な集中力を評価する，テニス
　　の科学，6，1998，55－63
ジュニアテニスプレイヤーの集中力について　85
（15）　田中伸明：プレイスタイルからみたテニスプレイヤーの注意の集中，慶慮義
　　塾大学体育研究所紀要，37－1，1998，11－19
（16）　田中伸明：テニスプレイヤーのタイプと集中力について，東京電機大学理工
　　学部紀要，23－No．・2人文・社会編，2001，27－36
（17）　田中伸明・中島宣行。佐藤雅幸：テニスプレイ・ヤーの集中力と性格の関連性
　　一10代テニスプレイヤーについて一，日本スポーツ心理学会第27回大会
　　研究発表抄録集，2000，64－65
（18）　田中伸明・水野忠和：T－TAISによる集中力の測定，テニスの科学，6，
　　1998，　64－69
（たなか・のぶあき　文学部准教授）
